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フォーラム参加者アンケート結果 

●アンケート調査の概要 

 今回の市民参画フォーラム「地域の連携による持続可能な公共施設～玉島における市民

交流センター整備～」に参加された方を対象に、(仮称)玉島市民交流センターの計画検討

やフォーラム等についてのアンケート調査を実施し、その結果をとりまとめました。 

 

対象 フォーラム参加者 約 50 名 

調査方法 
フォーラム資料としてアンケート用紙を事前に配布 

フォーラム終了後、会場受付にて回収 

回収数 2１票 

アンケート項目 

１．回答者の年齢 

２．回答者の各施設の利用状況 

３．回答者の利用する施設とサークル等の名称 

４．(仮称)玉島市民交流センターの整備について 

５．フォーラムについてのご意見、ご感想 

 

●フォーラムにおける市民意向（アンケート調査結果） 

質問１ あなたの年齢はおいくつですか。 

アンケートに回答いただいた方の年代は、40 代以上を中心に 10 代～70 代以上までい

らっしゃいます。 
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質問２ あなたは現在、既存の各施設を趣味やサークル等で、月１回以上利用されていま

すか。 

「はい」と回答された方が、少し多くいらっしゃいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問３ 問２で「１はい」と回答された方にお聞きします。利用されている施設はどれで

すか。また、サークル等の団体名（活動内容）は何ですか。（複数回答）  

回答された中には、玉島公民館（本館）を利用される方が多くいらっしゃいます。また、

さまざまなサークルや活動をされている方が回答されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サークル、活動名 回答数 

玉島柔道連盟・柔道スポーツ少年団 ３ 

玉島混声合唱団 ２ 

玉島剣道連盟・玉島剣道少年団 ２ 

玉島文化協会 １ 

玉島地区ソフトボール協会、他 １ 

卓球、書道、コーラス他 １ 
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質問４ (仮称)玉島市民交流センターの整備について、ご意見、ご要望等ありましたらお

書きください。 

施設の具体的な内容から、大まかな整備の方向性まで、幅広いご意見、ご要望等をいた

だきました。 

年代 意見内容 

40 代 気軽に利用できる施設整備を望む。 

50 代 日頃利用していない人も気楽に入館できる開かれたものにしてください。 

60 代 CO2、災害への対応を考えてもらいたい。 

70 代 玉島歴史民俗海洋資料館と休憩所（トイレ）は玉島街並み保存地区の現在地へ建設すること。

バス停、コンパクトシティにも近く、円通寺や玉島の歴史の中心である為便利。 

50 代 男女共同参画センター（ＤＶ支援、ファミリーサポートなど）も作って欲しい。 

300～400 人収容のホール、会議室の小部屋が多くあれば良い。 

プライバシーの確保も必要。 

駐車場の確保。 

利用時間帯を考える必要がある（武道館は平日昼間は使わない）。 

50 代 玉島の自然にマッチしたもの。 

70 代 市民交流センターに参加している人の意見も大切ですが、今日の大学生の設計の提案を聞か

せてもらって、やはり専門家のまとめが大切だと感じました。 

駐車場の設置は大切だと思います。 

50 代 フォーラムの提案の中にあった水辺をとりこみ、公園化の中で施設を設置してほしい。 

武道館を一体的に建物の中にとりこまれているが、独立したものが良い。 

60 代 敷地が低いエリアで今後の起こりうる水害に対しての予防は？気になる部分です。 

50 代 正規の試合場２面の武道館がほしい。 

20 代 現在テニスコートがあります。スポーツ施設という点で特色を出すとしたらフットサルコー

トやスカッシュコートなどもよいのでは？と思います。倉敷市内にはいくつもテニスコート

がありますが、フットサルコートはありません（多分）。もし、玉島にフットサルコートをつ

くったら、玉島だけでなく倉敷、水島、児島の方も利用できる施設になるのでは？玉島地区

だけでなく、倉敷市内の１交流施設として検討をお願いします。 

60 代 水辺に囲まれた特性を活かしてという⑥の学生さんの意見は、昨年の都市再生計画のワーク

ショップでも重要なコンセプトとなった。今回の案の中に溜川との水路を作り、舟を運行さ

せる計画も欲しい。 

10 代 玉島内外の人々が気軽に利用できる場であってほしい。 

40 代 学生の意見を聞くともう少し旧市街地中心部あたりに作るのがいいのではないかと思う。 

70 代 より多くの人の声を聞いて下さい。 

40 代 開館から閉館までの時間と、使用者、使用目的に効率的な機能配置を考えて欲しい。例えば

平日夜しか活動していない柔剣道の部分は、昼間はエアロビ室と和室にするとか。要するに、

今あるからといってムダな機能は必要ない。 

80 代 気軽に利用でき、維持費等をおさえる事。 

20 代 水島サロンを皆で見に行って整備の参考にしてみてはいいのではないかと思います。 

フォーラムとワークショップとの連携をきちんとしながら計画づくりを進めてほしい。大学

生が途中で帰ったことが残念です。ワークショップに参加してもらって、利用者の視点、市

民の声を取り入れ、運営やコストについて検討し、修正を加えられることでよりいいものが

できるのではないでしょうか。大学生にとってもそのプロセスに参加することは意味がある

と思います。 
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質問５ 本日のフォーラム全般について、ご意見、ご感想等ありましたらお書きください。

また、今後のまちづくりにあたって、地元の大学（学術機関）等に期待すること

など、ありましたらお書きください。 

フォーラムでの山田先生のお話や学生による提案の内容については概ね好評なご意見が

多くなっています。また、まちづくりに関する具体的なご意見や、公共施設の整備につい

て、意見や提案を述べる機会の創出などについてのご意見も見られました。 

年代 意見内容 

40 代 いろいろな提案、発表の場をつくっていけばよいと思う。 

50 代 まちの調査、分析といったものは住民にできそうでできません。専門機関が外から見た目で

出されたものをしっかり住民にアピールしてほしいと思います。 

70 代 模型は以前に見たのと同じであると思われる。次回は一歩進んだものを要望する。 

国道２号四ツ土井→円通寺駐車場→ハーバーアイランドへのアクセス道路（２車線のこと）

を開通してください（唐船交差点の渋滞緩和のため）。 

50 代 古い玉島の考え方を新しい風で一掃するのは良いことだと思う。 

50 代 良かった。もっと学生に参加してもらいたい。 

70 代 専門的に勉強なさっている人が設計なさったので、どれも納得のいく設計だと思いました。

自分の利用する施設が一番気になる為、自分が利用し易い設計が良いと思いました（発表①、

⑥）。 

50 代 この区域のある玉島を現に歩いて勉強していることがすばらしい。区域全体を公園化して、

人々の触れ合いを目指していて新鮮な感じがした。公共行政が単に施設を提供している状況

の中で、どのように使われることが理想的なものか、夢のある提案が多い。ただ、利用者の

意見をもっと聞くと、聴く人の納得を受けるのではないでしょうか。デザイン的には素晴ら

しいが、利用者の立場としての利用者の要望を聞いた設計となると思う。 

60 代 先生、学生さんの熱意は大感謝です。今後、玉島のまちの活性化に向けて、観光であるとか

まち並み保存、地域振興（商店）等の各グループによる検討会が一般公募により始まる予定

ですので、ご協力を。 

50 代 若者の見方が多方面から見ており、玉島交流センターに活用したら良いと思った。 

10 代 誰でも町づくりに参加できるタイミングをもっと設けてほしい。 

40 代 もう少し周辺を考えてほしかった。文化センター、市庁舎とのデザインは。図書館について

も考えてほしかった。 

70 代 私は遅れて来まして途中からの話を聞きました。各サークルで使用後の整頓管理の徹底、飲

物の空容器、タバコの吸殻、建物の草取等、全体の美観をお願いします。 

40 代 はじめに、フォーラムの目的を説明した方がよかった。学生の発表は提案であり、アイデア

の提供なので、彼らに要望しても仕方ない。学生さんたちの提案の受け止め方がわかっても

らえていない。 

70 代 山田先生の公民で共有する客観的にみた街づくりのあり方は大変面白く、有意義でした。 

学生のみなさんの具体的提案はいずれもすばらしいです。 

20 代 今回のフォーラムのねらいは非常に良かったと思います。大学生の発表はすばらしいもので

あったと思います。ただ、これはゴールではなく、まさにスタートだと思います。これから

いかに大学と地域が連携できるかが問われていると思います。そのためには、フォーラムと

ワークショップを切りはなしてはいけないと思います。本日見る限り、地域の中に入ってと

いうところまでは感じられなかった。 

 


